
解答にあたっての注意事項
① 分数形で解答する場合，それ以上約分できない形で答えなさい。

② 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

〔�〕以下の空欄の 1 ～13に入る数字を選択肢から1つずつ選びなさい。

⑴ 平行四辺形 ABCDにおいて，AB＝1，AD＝2，∠B＝60°のとき，対角線 ACの長さは �1 である。

1

⑵ aを整数の定数とする。連立不等式
�
�
�
�

3－2x
3 －2x－9

7 ＞14
x≧a

を満たす整数がちょうど4個あるような

aの値は－ 2 である。 2

⑶ AB＝8，BC＝7，AC＝6の△ABCにおいて，重心を Gとし，∠A の二等分線と辺 BCの交点を D，

直線 AGと辺 BCの交点を Eとするとき，DE
BD
＝
3
4
である。 3 ・ 4

⑷ 子ども4人と大人2人が円形のテーブルの周りに等間隔で着席するとき，大人2人が向かい合う並び

方は全部で 5 6 通りある。ただし，回転して同じになる並び方は同じとみなす。 5 ・ 6

（数学・第〔Ⅰ〕問は次ページへ続く）
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⑸ kを実数の定数とする。xの2次方程式 x2＋4x＋k＝0が異なる2つの実数解をもち，xの2次方程式

x2－2kx＋2k＋24＝0が実数解をもたないような kの値の範囲は，－ 7 ＜k＜ 8 である。

7 ・ 8

⑹ 下の図のように，円 Oの弦 AB，CDが点 Eで交わっている。また，直線 AT は点 A における円 O

の接線であり，∠AED＝100°，∠DCB＝43°である。このとき，∠CAT＝ 910°である。

9 ・10

⑺ nを整数，kを正の定数とする。nについて述べた命題「n2－3n－4＝0ならば�n－2�≦k」が真と

なるような kの値の範囲は，k≧11 である。 11

⑻ （2×32）
n
の正の約数の個数が231個となるような自然数 nの値は1213である。 12・13

選択肢

ア 0 イ 1 ウ 2 エ 3 オ 4

カ 5 キ 6 ク 7 ケ 8 コ 9
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〔�〕以下の文章を読み，空欄の14～26に入る数字を選択肢から1つずつ選びなさい。

a，bを定数として，関数 f（ x）＝ax2－4x＋b があり，y＝f（ x）のグラフは点（3，10）を通る。

⑴ b＝－14a＋1516 である。また，f（ x）が2次関数であり，y＝f（ x）のグラフの頂点の x座標が1

であるとき，a＝17 である。 14・15・16
17

（数学・第〔Ⅱ〕問は次ページへ続く）
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⑵ a＝17 とする。kを正の定数とし，f（ x）の0≦ x≦2k における最大値をM，最小値を mとする。

ⅰ m＝2となるような kの値の範囲は，k≧
18
19

である。

ⅱ 0＜k＜20 のとき，M＝21

20≦k のとき，M＝22 k2－23 k＋24

である。

ⅲ 0＜k＜20 のとき，M－m＝5k となるような kの値は，
25
26

である。 18・19
20
21

22・23・24
25・26

選択肢

ア 0 イ 1 ウ 2 エ 3 オ 4

カ 5 キ 6 ク 7 ケ 8 コ 9
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〔�〕以下の文章を読み，空欄の27～40に入る数字を選択肢から1つずつ選びなさい。

AB＝3，BC＝8，CA＝7の△ABCがあり，△ABCの外接円を Oとする。

⑴ cos∠ABC＝
27
28

であり，△ABCの面積は29�30 ，円 Oの半径は
31�32
33

である。

27・28
29・30

31・32・33

（数学・第〔Ⅲ〕問は次ページへ続く）
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⑵ 点 A から辺 BCに垂線 ADを下ろし，辺 BCとの交点を Dとする。直線 ADと円 Oの交点のうち，A

と異なる点を Eとすると，AE＝
3435�36

37
である。また，点 A から線分 CEに垂線を下ろし，線

分 CEとの交点を Fとし，線分 AFと辺 BCの交点を Gとする。このとき，四角形 EFGDの面積は

3839�40
12 である。 34・35・36・37

38・39・40

選択肢

ア 0 イ 1 ウ 2 エ 3 オ 4

カ 5 キ 6 ク 7 ケ 8 コ 9
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〔�〕以下の空欄の41～52に入る数字を選択肢から1つずつ選びなさい。

⑴ 下の図の4つの部分を異なる4色をすべて使って塗り分ける方法は，全部で41通りある。ただし，

回転させて同じになるときは同じ塗り方とする。 41

⑵ 下の図の5つの部分を異なる5色をすべて使って塗り分ける方法は，全部で4243通りある。ただ

し，回転させて同じになるときは同じ塗り方とする。 42・43

（数学・第〔Ⅳ〕問は次ページへ続く）

Ａ数③ 7

―31―



⑶ 下の図の6つの部分を異なる6色をすべて使って塗り分ける方法は，全部で444546通りある。

また，この6つの部分を異なる7色のうち6色を使って塗り分ける方法は，全部で47484950通り

ある。ただし，回転させて同じになるときは同じ塗り方とする。 44・45・46
47・48・49・50

⑷ 立方体の各面を異なる6色をすべて使って塗り分ける方法は，全部で5152通りある。ただし，回

転させたり，上下をひっくり返して同じになるときは同じ塗り方とする。 51・52

選択肢

ア 0 イ 1 ウ 2 エ 3 オ 4

カ 5 キ 6 ク 7 ケ 8 コ 9
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